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千葉県及び愛知県において、高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）の疑似患

畜が１月18、19日の２日間で合計８例確認されました。千葉県では５～８例

目、愛知県では８～11例目の発生です。今年１月の発生は５県23事例と急

増しており、過去最大の発生となった令和４年シーズン（令和５年１月：11県

19事例）を上回るスピードで続発しています。 

 発生年月日 農場所在地 飼養状況 

32例目（千葉5） R7.1.18 千葉県旭市 約48.0万羽（採卵鶏） 

33例目（愛知8） R7.1.19 愛知県半田市 約12.7万羽（採卵鶏） 

34例目（愛知9） R7.1.19 愛知県半田市 約20.6万羽（採卵鶏） 

35例目（愛知10） R7.1.19 愛知県常滑市 約5.9万羽（採卵鶏） 

36例目（愛知11） R7.1.19 愛知県阿久比町 約25.1万羽（うずら） 

37例目（千葉6） R7.1.19 千葉県銚子市 約28.0万羽（採卵鶏） 

38例目（千葉7） R7.1.19 千葉県銚子市 約36.0万羽（採卵鶏） 

39例目（千葉8） R7.1.19 
千葉県旭市 

関連農場2戸（千葉県旭市） 
約1.7万羽（採卵鶏） 

疫学関連13.9万羽（採卵鶏） 

※国内野鳥におけるHPAIウイルス陽性の確認件数：１道１5県 98件（R7.1.17時点） 

今後も、いつ、どこで発生してもおかしくない状況です。農場での飼養衛生

管理について改めて見直し、遵守徹底をお願いします！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

中予家畜保健衛生所   電話  089-990-1333   

                            090-6282-6129 (休日・夜間) 

千葉県・愛知県で高病原性鳥インフルエンザ続発！ 
（国内32～39例目) 

① 毎日の健康観察及び異状の早期発見・早期通報 
② 消毒の徹底等による農場へのウイルス侵入防止 
③ 野生動物対策 
畜舎の壁・防鳥ネットの修繕、農場内の整理・整頓、堆肥舎や鶏糞
搬出口への覆いの設置 
入気口への粉じん、羽毛等の取込み対策に野鳥避けの設置 

④ 入出時対策  
消毒・更衣前後における交差のない動線、明確な境界線の確保 


